
万博記念公園の自然をフィールドに冬

の野鳥の生態について、野鳥調査のプ

ロから２回連続で学ぶセミナーです。前

半は室内講義、後半は自然文化園で野

外観察を行いました。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 実施日 講座のテーマ 

１ ２月２３日（土） 野鳥の生態（上） 

２ ３月 ９日（土） 野鳥の生態（下） 

 

１．野鳥の生態（上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（公社）大阪自然環境保全協会 

 

 

 

 

 

 

     

           大会議室での講義 

 

         梅林のジョウビタキ 

 

 

 くちばしとエサの関係が分かりました。くちばし

のいろいろな役目も面白かったです。観察で 19

種も出会い多くの鳥が見え覚えられ良かったで

す。 

 カワセミがじっと止まってくれていたのでよく見

ることができた。コゲラ・メジロの巣を観察でき

た。 ハクセキレイが美しかった。ヒヨドリが葉を

さかんに食べていた。ジョウビタキが美しかっ

た。ツグミも拡大してよく見ることができた。カワ

ラヒワ、イカルも十分観察できてよかった。 

 カワセミが見れてラッキーでした。 

園内の“自然ふれあい”を紹介するページ 

万博記念公園・自然環境セミナー（後期） 

 



２．野鳥の生態（下） 

 

 

 

  

 

 

 

 

ツグミ 

             梅林のメジロ 

           松林のキクイタダキ 

 

 

            

        

           

 

 

 渡りの説明がとてもおもしろかった。あまり水鳥を知らなかったがよく違いもわかった。オオタ

カも一瞬みれたのでよかった。調査時のエピソードがきけてよかった。 

 きょうのセミナーで「キクイタダキ」が見られたことはそれだけでたいへんラッキーでした。大満

足！！ 

 水鳥のお話楽しかったです。渡りの広さにびっくり。小さい体なのにすごいですね。途中で命

を落とすのも。生き延びるのは大変ですね。 


